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【手続補正書】
【提出日】平成30年3月22日(2018.3.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　第１の低ノイズ増幅器（ＬＮＡ）及び第１のミキサを備える第１の受信経路を介してキ
ャリアアグリゲーション方式において第１のコンポーネントキャリア（ＣＣ）を受信及び
処理することと、ここにおいて、前記第１のＬＮＡは、前記第１のＣＣを増幅するように
構成され、前記第１のミキサは、増幅された前記第１のＣＣに、第１の局部発振器（ＬＯ
）経路を介して受信され、第１のＬＯ信号を生成するために出力周波数が第１の分周率で
分周される第１の周波数シンセサイザによって生成された前記第１のＬＯ信号を乗じるよ
うに構成される、
　　前記キャリアアグリゲーション方式において第２のＣＣの受信を追加又は停止するこ
とと、前記第２のＣＣは、前記第１のＣＣとは異なる周波数を有し、
　前記第２のＣＣの前記追加又は停止された受信に基づいて、
　　増幅された前記第１のＣＣを、前記第１のミキサによって乗じられることから、第２
のＬＯ経路を介して受信され、前記第１のＬＯ信号を生成するために出力周波数が第２の
分周率で分周される第２の周波数シンセサイザによって生成された前記第１のＬＯ信号が
第２のミキサによって乗じられることに切り替えることと
　を備え、ここにおいて、前記第２のＣＣの受信を追加することは、第２のＬＮＡ及び第
３のミキサを備える第２の受信経路を介して前記第２のＣＣを受信及び処理することを備
え、前記第２のＬＮＡは、前記第２のＣＣを増幅するように構成され、前記第３のミキサ
は、増幅された前記第２のＣＣに、第３のＬＯ経路を介して受信され、第３の周波数シン
セサイザによって生成される第２のＬＯ信号を乗じるように構成され、前記第３の周波数
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シンセサイザの出力周波数が前記第２のＬＯ信号を生成するために第３の分周率で分周さ
れる、方法。
【請求項２】
　前記第１の周波数シンセサイザは、前記第１のＣＣが唯一のコンポーネントキャリアで
あるとき、前記キャリアアグリゲーション方式のための全ての周波数シンセサイザの中で
最も低い電流消費を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記再同調すること、前記変えること又は前記切り替えることのうちの最も小さいもの
は、
　　前記第１の分周率及び前記第２の分周率に並びに前記第１の周波数シンセサイザ及び
前記第２の周波数シンセサイザに関連付けられた電流消費又は、
　　前記第１のＬＯ信号、前記第１のコンポーネントキャリア、前記第２のコンポーネン
トキャリア、送信信号の第１若しくは第２の高調波又は前記送信信号に関連付けられたＬ
Ｏ信号のうちの少なくとも１つの間の結合
　のうちの少なくとも１つに基づいて選択される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第３の周波数シンセサイザは、前記第１の周波数シンセサイザである、請求項１に
記載の方法。
【請求項５】
　前記キャリアアグリゲーション方式において第３のＣＣの受信を追加又は停止すること
と、前記第３のＣＣは、前記第１のＣＣ及び前記第２のＣＣとは異なる周波数を有し、
　前記第３のＣＣの前記追加又は停止された受信に基づいて、
　　前記第１の周波数シンセサイザ、前記第２の周波数シンセサイザ又は前記第３の周波
数シンセサイザのうちの少なくとも１つを異なる出力周波数に再同調すること、
　　前記第１の分周率、前記第２の分周率又は前記第３の分周率のうちの少なくとも１つ
を変えること、
　　増幅された前記第１のＣＣを、前記第１のミキサによって乗じられることから、前記
第２のミキサによって乗じられることに切り替えること、
　　増幅された前記第１のＣＣを、前記第２のミキサによって乗じられることから、前記
第１のミキサによって乗じられることに切り替えること又は、
　　増幅された前記第１のＣＣを、前記第１のミキサ又は前記第２のミキサによって乗じ
られることから、第４のＬＯ経路を介して受信され、第４の周波数シンセサイザによって
生成される第１のＬＯ信号が第４のミキサによって乗じられることに切り替えること
　のうちの少なくとも１つを行うことと
　を更に備え、前記第４の周波数シンセサイザの出力周波数が前記第１のＬＯ信号を生成
するために第４の分周率で分周される、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第３のＣＣの受信を追加することは、第３のＬＮＡ及び第５のミキサを備える第３
の受信経路を介して前記第３のＣＣを受信及び処理することを備え、ここにおいて、前記
第３のＬＮＡは、前記第３のＣＣを増幅するように構成され、前記第５のミキサは、増幅
された前記第３のＣＣに、第５のＬＯ経路を介して受信され、第５の周波数シンセサイザ
によって生成される第３のＬＯ信号を乗じるように構成され、前記第５の周波数シンセサ
イザの出力周波数が前記第３のＬＯ信号を生成するために第５の分周率で分周される、請
求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記第５の周波数シンセサイザは、前記第１の周波数シンセサイザ、前記第２の周波数
シンセサイザ、前記第３の周波数シンセサイザ又は前記第４の周波数シンセサイザである
、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記キャリアアグリゲーション方式において第４のＣＣの受信を追加又は停止すること
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と、前記第４のＣＣは、前記第１のＣＣ、前記第２のＣＣ及び前記第３のＣＣとは異なる
周波数を有し、
　前記第４のＣＣの前記追加又は停止された受信に基づいて、
　　前記第１の周波数シンセサイザ、前記第２の周波数シンセサイザ、前記第３の周波数
シンセサイザ又は前記第４の周波数シンセサイザのうちの少なくとも１つを異なる出力周
波数に再同調すること、
　　前記第１の分周率、前記第２の分周率、前記第３の分周率又は前記第４の分周率のう
ちの少なくとも１つを変えること、
　　増幅された前記第１のＣＣを、前記第１のミキサによって乗じられることから前記第
２のミキサ又は前記第４のミキサによって乗じられることに切り替えること、
　　増幅された前記第１のＣＣを、前記第２のミキサによって乗じられることから、前記
第１のミキサ又は前記第４のミキサによって乗じられることに切り替えること、
　　増幅された前記第１のＣＣを、前記第４のミキサによって乗じられることから、前記
第１のミキサ又は前記第２のミキサによって乗じられることに切り替えること又は
　　増幅された前記第１のＣＣを、前記第１のミキサ、前記第２のミキサ又は前記第４の
ミキサによって乗じられることから、第６のＬＯ経路を介して受信され、第６の周波数シ
ンセサイザによって生成される第１のＬＯ信号が第６のミキサによって乗じられることに
切り替えること、
　のうちの少なくとも１つを行うことと
　を更に備え、前記第６の周波数シンセサイザの出力周波数が前記第１のＬＯ信号を生成
するために第６の分周率で分周される、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記第４のＣＣの受信を追加することは、第４のＬＮＡ及び第７のミキサを備える第４
の受信経路を介して前記第４のＣＣを受信及び処理することを備え、ここにおいて、前記
第４のＬＮＡは、前記第４のＣＣを増幅するように構成され、前記第７のミキサは、増幅
された前記第４のＣＣに、第７のＬＯ経路を介して受信され、第７の周波数シンセサイザ
によって生成される第４のＬＯ信号を乗じるように構成され、前記第７の周波数シンセサ
イザの出力周波数が前記第４のＬＯ信号を生成するために第７の分周率で分周される、請
求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第７の周波数シンセサイザは、前記第２の周波数シンセサイザであり、前記第７の
ミキサは、前記第２のミキサである、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第６の周波数シンセサイザは、前記第１の周波数シンセサイザ、前記第２の周波数
シンセサイザ又は前記第３の周波数シンセサイザではない、請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第２のＣＣは、前記第１のＣＣとは異なる発展型ＵＭＴＳ（ユニバーサルモバイル
テレコミュニケーションシステム）地上無線アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ）周波数帯域である
、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　第１の周波数シンセサイザと、前記第１の周波数シンセサイザの出力周波数が第１の局
部発振器（ＬＯ）信号を生成するために第１の分周率で分周される、
　キャリアアグリゲーション方式において第１のコンポーネントキャリア（ＣＣ）を受信
及び処理するように構成された第１の受信経路と、ここで、前記第１の受信経路は、
　　前記第１のＣＣを増幅するように構成された第１の低ノイズ増幅器（ＬＮＡ）及び
　　増幅された前記第１のＣＣに、第１のＬＯ経路を介して受信された前記第１のＬＯ信
号を乗じるように構成された第１のミキサ
　を備える、
　　前記キャリアアグリゲーション方式において第２のＣＣの受信を追加又は停止するこ
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とと、前記第２のＣＣは、前記第１のＣＣとは異なる周波数を有する、
　　前記第２のＣＣの前記追加又は停止された受信に基づいて、
　　　　前記第１の周波数シンセサイザを異なる出力周波数に再同調すること、
　　　　前記第１の分周率を変えること又は
　　　　増幅された前記第１のＣＣを、前記第１のミキサによって乗じられることから、
第２のＬＯ経路を介して受信され、第２の周波数シンセサイザによって生成される第１の
ＬＯ信号が第２のミキサによって乗じられることに切り替えること
　　のうちの少なくとも１つを行うことと
　を行うように構成され、前記第２の周波数シンセサイザの出力周波数が前記第１のＬＯ
信号を生成するために第２の分周率で分周される、処理システムと
　を備え、
　第２のＬＮＡ及び第３のミキサを備える第２の受信経路と、
　第３の周波数シンセサイザと
　を更に備える、ここにおいて、前記処理システムは、前記第２の受信経路を介した前記
第２のＣＣの受信及び処理を制御することで前記第２のＣＣの受信を追加するように構成
され、前記第２のＬＮＡは、前記第２のＣＣを増幅するように構成され、前記第３のミキ
サは、増幅された前記第２のＣＣに、第３のＬＯ経路を介して受信され、前記第３の周波
数シンセサイザによって生成される第２のＬＯ信号を乗じるように構成され、前記第３の
周波数シンセサイザの出力周波数が前記第２のＬＯ信号を生成するために第３の分周率で
分周される、
　装置。
【請求項１４】
　前記第１の周波数シンセサイザは、前記第１のＣＣが唯一のコンポーネントキャリアで
あるとき、前記キャリアアグリゲーション方式のための全ての周波数シンセサイザの中で
最も低い電流消費を有する、又は
　前記処理システムは、
　　前記第１の分周率及び前記第２の分周率に並びに前記第１の周波数シンセサイザ及び
前記第２の周波数シンセサイザに関連付けられた電流消費又は
　　前記第１のＬＯ信号、前記第１のコンポーネントキャリア、前記第２のコンポーネン
トキャリア、送信信号の第１若しくは第２の高調波又は前記送信信号に関連付けられたＬ
Ｏ信号のうちの少なくとも１つの間の結合
　のうちの少なくとも１つに基づいて、前記再同調すること、前記変えること又は前記切
り替えることのうちの最も小さいものを、選択するように構成される、請求項１３に記載
の装置。
【請求項１５】
　ワイヤレス通信のためのコンピュータ可読媒体であって、前記媒体は、請求項１－１２
のうちのいずれかに記載の方法を実施するために実行可能な命令を記憶している、コンピ
ュータ可読媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７６】
　[0086] 特許請求の範囲は、上に例示されたままの構成及び構成要素に限定されないこ
とが理解されるべきである。様々な修正、変更及び変形は、特許請求の範囲から逸脱する
ことなく、上述した方法及び装置の配置、動作及び詳細に対して行われ得る。
　以下に本願発明の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
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　第１の低ノイズ増幅器（ＬＮＡ）及び第１のミキサを備える第１の受信経路を介してキ
ャリアアグリゲーション方式において第１のコンポーネントキャリア（ＣＣ）を受信及び
処理することと、ここにおいて、前記第１のＬＮＡは、前記第１のＣＣを増幅するように
構成され、前記第１のミキサは、増幅された前記第１のＣＣに、第１のＬＯ経路を介して
受信され、第１の局部発振器（ＬＯ）信号を生成するために出力周波数が第１の分周率で
分周される第１の周波数シンセサイザによって生成された前記第１のＬＯ信号を乗じるよ
うに構成される、
　　前記キャリアアグリゲーション方式において第２のＣＣの受信を追加又は停止するこ
とと、前記第２のＣＣは、前記第１のＣＣとは異なる周波数を有し、
　前記第２のＣＣの前記追加又は停止された受信に基づいて、
　　前記第１の周波数シンセサイザを異なる出力周波数に再同調すること、
　　前記第１の分周率を変えること又は
　　増幅された前記第１のＣＣを、前記第１のミキサによって乗じられることから、第２
のＬＯ経路を介して受信され、前記第１のＬＯ信号を生成するために出力周波数が第２の
分周率で分周される第２の周波数シンセサイザによって生成された前記第１のＬＯ信号が
第２のミキサによって乗じられることに切り替えること
　のうちの少なくとも１つを行うことと
　を備える方法。
［Ｃ２］
　前記第１の周波数シンセサイザは、前記第１のＣＣが唯一のコンポーネントキャリアで
あるとき、前記キャリアアグリゲーション方式のための全ての周波数シンセサイザの中で
最も低い電流消費を有する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記再同調すること、前記変えること又は前記切り替えることのうちの最も小さいもの
は、
　　前記第１の分周率及び前記第２の分周率に並びに前記第１の周波数シンセサイザ及び
前記第２の周波数シンセサイザに関連付けられた電流消費又は、
　　前記第１のＬＯ信号、前記第１のコンポーネントキャリア、前記第２のコンポーネン
トキャリア、送信信号の第１若しくは第２の高調波又は前記送信信号に関連付けられたＬ
Ｏ信号のうちの少なくとも１つの間の結合
　のうちの少なくとも１つに基づいて選択される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記第２のＣＣの受信を追加することは、第２のＬＮＡ及び第３のミキサを備える第２
の受信経路を介して前記第２のＣＣを受信及び処理することを備え、ここにおいて、前記
第２のＬＮＡは、前記第２のＣＣを増幅するように構成され、前記第３のミキサは、増幅
された前記第２のＣＣに、第３のＬＯ経路を介して受信され、第２のＬＯ信号を作成する
ために出力周波数が第３の分周率で分周される第３の周波数シンセサイザによって生成さ
れた前記第２のＬＯ信号を乗じるように構成される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記第３の周波数シンセサイザは、前記第１の周波数シンセサイザである、Ｃ４に記載
の方法。
［Ｃ６］
　前記キャリアアグリゲーション方式において第３のＣＣの受信を追加又は停止すること
と、前記第３のＣＣは、前記第１のＣＣ及び前記第２のＣＣとは異なる周波数を有し、
　前記第３のＣＣの前記追加又は停止された受信に基づいて、
　　前記第１の周波数シンセサイザ、前記第２の周波数シンセサイザ又は前記第３の周波
数シンセサイザのうちの少なくとも１つを異なる出力周波数に再同調すること、
　　前記第１の分周率、前記第２の分周率又は前記第３の分周率のうちの少なくとも１つ
を変えること、
　　増幅された前記第１のＣＣを、前記第１のミキサによって乗じられることから、前記



(6) JP 2017-521888 A5 2018.5.10

第２のミキサによって乗じられることに切り替えること、
　　増幅された前記第１のＣＣを、前記第２のミキサによって乗じられることから、前記
第１のミキサによって乗じられることに切り替えること又は、
　　増幅された前記第１のＣＣを、前記第１のミキサ又は前記第２のミキサによって乗じ
られることから、第４のＬＯ経路を介して受信され、前記第１のＬＯ信号を作成するため
に出力周波数が第４の分周率で分周される第４の周波数シンセサイザによって生成された
前記第１のＬＯ信号が第４のミキサによって乗じられることに切り替えること
　のうちの少なくとも１つを行うことと
　を更に備える、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記第３のＣＣの受信を追加することは、第３のＬＮＡ及び第５のミキサを備える第３
の受信経路を介して前記第３のＣＣを受信及び処理することを備え、ここにおいて、前記
第３のＬＮＡは、前記第３のＣＣを増幅するように構成され、前記第５のミキサは、増幅
された前記第３のＣＣに、第５のＬＯ経路を介して受信され、第３のＬＯ信号を作成する
ために出力周波数が第５の分周率で分周される第５の周波数シンセサイザによって生成さ
れた前記第３のＬＯ信号を乗じるように構成される、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記第５の周波数シンセサイザは、前記第１の周波数シンセサイザ、前記第２の周波数
シンセサイザ、前記第３の周波数シンセサイザ又は前記第４の周波数シンセサイザである
、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記キャリアアグリゲーション方式において第４のＣＣの受信を追加又は停止すること
と、前記第４のＣＣは、前記第１のＣＣ、前記第２のＣＣ及び前記第３のＣＣとは異なる
周波数を有し、
　前記第４のＣＣの前記追加又は停止された受信に基づいて、
　　前記第１の周波数シンセサイザ、前記第２の周波数シンセサイザ、前記第３の周波数
シンセサイザ又は前記第４の周波数シンセサイザのうちの少なくとも１つを異なる出力周
波数に再同調すること、
　　前記第１の分周率、前記第２の分周率、前記第３の分周率又は前記第４の分周率のう
ちの少なくとも１つを変えること、
　　増幅された前記第１のＣＣを、前記第１のミキサによって乗じられることから前記第
２のミキサ又は前記第４のミキサによって乗じられることに切り替えること、
　　増幅された前記第１のＣＣを、前記第２のミキサによって乗じられることから、前記
第１のミキサ又は前記第４のミキサによって乗じられることに切り替えること、
　　増幅された前記第１のＣＣを、前記第４のミキサによって乗じられることから、前記
第１のミキサ又は前記第２のミキサによって乗じられることに切り替えること又は
　　増幅された前記第１のＣＣを、前記第１のミキサ、前記第２のミキサ又は前記第４の
ミキサによって乗じられることから、第６のＬＯ経路を介して受信され、前記第１のＬＯ
信号を作成するために出力周波数が第６の分周率で分周される第６の周波数シンセサイザ
によって生成された前記第１のＬＯ信号が第６のミキサによって乗じられることに切り替
えること、切り替えること
　のうちの少なくとも１つを行うことと
　を更に備える、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記第４のＣＣの受信を追加することは、第４のＬＮＡ及び第７のミキサを備える第４
の受信経路を介して前記第４のＣＣを受信及び処理することを備え、ここにおいて、前記
第４のＬＮＡは、前記第４のＣＣを増幅するように構成され、前記第７のミキサは、増幅
された前記第４のＣＣに、第７のＬＯ経路を介して受信され、第４のＬＯ信号を作成する
ために出力周波数が第７の分周率で分周される第７の周波数シンセサイザによって生成さ
れた前記第４のＬＯ信号を乗じるように構成される、Ｃ９に記載の方法。



(7) JP 2017-521888 A5 2018.5.10

［Ｃ１１］
　前記第７の周波数シンセサイザは、前記第２の周波数シンセサイザであり、前記第７の
ミキサは、前記第２のミキサである、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記第６の周波数シンセサイザは、前記第１の周波数シンセサイザ、前記第２の周波数
シンセサイザ又は前記第３の周波数シンセサイザではない、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記第２のＣＣは、前記第１のＣＣとは異なる発展型ＵＭＴＳ（ユニバーサルモバイル
テレコミュニケーションシステム）地上無線アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ）周波数帯域である
、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１４］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　第１の局部発振器（ＬＯ）信号を作成するために出力周波数が第１の分周率で分周され
る第１の周波数シンセサイザと、
　キャリアアグリゲーション方式において第１のコンポーネントキャリア（ＣＣ）を受信
及び処理するように構成された第１の受信経路と、ここで、前記第１の受信経路は、
　　前記第１のＣＣを増幅するように構成された第１の低ノイズ増幅器（ＬＮＡ）及び
　　増幅された前記第１のＣＣに、第１のＬＯ経路を介して受信された前記第１のＬＯ信
号を乗じるように構成された第１のミキサ
　を備える、
　処理システムと
　を備え、前記処理システムは、
　　前記キャリアアグリゲーション方式において第２のＣＣの受信を追加又は停止するこ
とと、前記第２のＣＣは、前記第１のＣＣとは異なる周波数を有する、
　　前記第２のＣＣの前記追加又は停止された受信に基づいて、
　　　　前記第１の周波数シンセサイザを異なる出力周波数に再同調すること、
　　　　前記第１の分周率を変えること又は
　　　　増幅された前記第１のＣＣを、前記第１のミキサによって乗じられることから、
第２のＬＯ経路を介して受信され、前記第１のＬＯ信号を作成するために出力周波数が第
２の分周率で分周される第２の周波数シンセサイザによって生成された前記第１のＬＯ信
号が第２のミキサによって乗じられることに切り替えること
　　のうちの少なくとも１つを行うことと
　を行うように構成される、装置。
［Ｃ１５］
　前記第１の周波数シンセサイザは、前記第１のＣＣが唯一のコンポーネントキャリアで
あるとき、前記キャリアアグリゲーション方式のための全ての周波数シンセサイザの中で
最も低い電流消費を有する、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ１６］
　前記処理システムは、
　前記第１の分周率及び前記第２の分周率に及び前記第１の周波数シンセサイザ及び前記
第２の周波数シンセサイザに関連付けられた電流消費又は
　前記第１のＬＯ信号、前記第１のコンポーネントキャリア、前記第２のコンポーネント
キャリア、送信信号の第１若しくは第２の高調波又は前記送信信号に関連付けられたＬＯ
信号のうちの少なくとも１つの間の結合
　のうちの少なくとも１つに基づいて、前記再同調すること、前記変えること又は前記切
り替えることのうちの最も小さいものを、選択するように構成される、Ｃ１４に記載の装
置。
［Ｃ１７］
　第２のＬＮＡ及び第３のミキサを備える第２の受信経路と、
　第３の周波数シンセサイザと



(8) JP 2017-521888 A5 2018.5.10

　を更に備え、前記処理システムは、前記第２の受信経路を介した前記第２のＣＣの受信
及び処理を制御することで前記第２のＣＣの受信を追加するように構成され、前記第２の
ＬＮＡは、前記第２のＣＣを増幅するように構成され、前記第３のミキサは、増幅された
前記第２のＣＣに、第３のＬＯ経路を介して受信され、第２のＬＯ信号を作成するために
出力周波数が第３の分周率で分周される前記第３の周波数シンセサイザによって生成され
た前記第２のＬＯ信号を乗じるように構成される、
　Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ１８］
　前記第３の周波数シンセサイザは、前記第１の周波数シンセサイザである、Ｃ１７に記
載の装置。
［Ｃ１９］
　前記処理システムは、
　前記キャリアアグリゲーション方式において第３のＣＣの受信を追加又は停止すること
と、ここで、前記第３のＣＣは、前記第１のＣＣ及び前記第２のＣＣとは異なる周波数を
有する、
　前記第３のＣＣの前記追加又は停止された受信に基づいて、
　　前記第１の周波数シンセサイザ、前記第２の周波数シンセサイザ又は前記第３の周波
数シンセサイザのうちの少なくとも１つを異なる出力周波数に再同調すること、
　　前記第１の分周率、前記第２の分周率又は前記第３の分周率のうちの少なくとも１つ
を変えること、
　　増幅された前記第１のＣＣを、前記第１のミキサによって乗じられることから、前記
第２のミキサによって乗じられることに切り替えること、
　　増幅された前記第１のＣＣを、前記第２のミキサによって乗じられることから、前記
第１のミキサによって乗じられることに切り替えること又は
　　増幅された前記第１のＣＣを、前記第１のミキサ又は前記第２のミキサによって乗じ
られることから、第４のＬＯ経路を介して受信され、前記第１のＬＯ信号を作成するため
に出力周波数が第４の分周率で分周される第４の周波数シンセサイザによって生成された
前記第１のＬＯ信号が第４のミキサによって乗じられることに切り替えること
　のうちの１つを行うことと
　を行うように構成される、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ２０］
　第３のＬＮＡ及び第５のミキサを備える第３の受信経路と、
　第５の周波数シンセサイザと
　を更に備え、前記処理システムは、前記第３の受信経路を介した前記第３のＣＣの受信
及び処理を制御することで前記第３のＣＣの受信を追加するように構成され、前記第３の
ＬＮＡは、前記第３のＣＣを増幅するように構成され、前記第５のミキサは、増幅された
前記第３のＣＣに、第５のＬＯ経路を介して受信され、第３のＬＯ信号を作成するために
出力周波数が第５の分周率で分周される前記第５の周波数シンセサイザによって生成され
た前記第３のＬＯ信号を乗じるように構成される、
　Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２１］
　前記第５の周波数シンセサイザは、前記第１の周波数シンセサイザ、前記第２の周波数
シンセサイザ、前記第３の周波数シンセサイザ又は前記第４の周波数シンセサイザである
、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２２］
　前記処理システムは、
　前記キャリアアグリゲーション方式において第４のＣＣの受信を追加又は停止すること
と、前記第４のＣＣは、前記第１のＣＣ、前記第２のＣＣ及び前記第３のＣＣとは異なる
周波数を有し、
　前記第４のＣＣの前記追加又は停止された受信に基づいて、



(9) JP 2017-521888 A5 2018.5.10

　　前記第１の周波数シンセサイザ、前記第２の周波数シンセサイザ、前記第３の周波数
シンセサイザ又は前記第４の周波数シンセサイザのうちの少なくとも１つを異なる出力周
波数に再同調すること、
　　前記第１の分周率、前記第２の分周率、前記第３の分周率又は前記第４の分周率のう
ちの少なくとも１つを変えることと、
　　増幅された前記第１のＣＣを、前記第１のミキサによって乗じられることから前記第
２のミキサ又は前記第４のミキサによって乗じられることに切り替えること、
　　増幅された前記第１のＣＣを、前記第２のミキサによって乗じられることから、前記
第１のミキサ又は前記第４のミキサによって乗じられることに切り替えること、
　　増幅された前記第１のＣＣを、前記第４のミキサによって乗じられることから、前記
第１のミキサ又は前記第２のミキサによって乗じられることに切り替えること又は
　　増幅された前記第１のＣＣを、前記第１のミキサ、前記第２のミキサ又は前記第４の
ミキサによって乗じられることから、第６のＬＯ経路を介して受信され、前記第１のＬＯ
信号を作成するために出力周波数が第６の分周率で分周される第６の周波数シンセサイザ
によって生成された前記第１のＬＯ信号が第６のミキサによって乗じられることに切り替
えること
　のうちの少なくとも１つを行うことと
　を行うように構成される、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２３］
　第４のＬＮＡ及び第７のミキサを備える第４の受信経路と、
　第７の周波数シンセサイザと
　を更に備え、前記処理システムは、前記第４の受信経路を介した前記第４のＣＣの受信
及び処理を制御することで前記第４のＣＣの受信を追加するように構成され、前記第４の
ＬＮＡは、前記第４のＣＣを増幅するように構成され、前記第７のミキサは、増幅された
前記第４のＣＣに、第７のＬＯ経路を介して受信され、第４のＬＯ信号を作成するために
出力周波数が第７の分周率で分周される前記第７の周波数シンセサイザによって生成され
た前記第４のＬＯ信号を乗じるように構成される、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記第７の周波数シンセサイザは、前記第２の周波数シンセサイザであり、前記第７の
ミキサは、前記第２のミキサである、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記第６の周波数シンセサイザは、前記第１の周波数シンセサイザ、前記第２の周波数
シンセサイザ又は前記第３の周波数シンセサイザではない、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記第２のＣＣは、前記第１のＣＣとは異なる発展型ＵＭＴＳ（ユニバーサルモバイル
テレコミュニケーションシステム）地上無線アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ）周波数帯域である
、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ２７］
　ワイヤレス通信のための非一時的なコンピュータ可読媒体であって、前記媒体は、命令
を記憶しており、前記命令は、
　第１の低ノイズ増幅器（ＬＮＡ）及び第１のミキサを備える第１の受信経路を介してキ
ャリアアグリゲーション方式において第１のコンポーネントキャリア（ＣＣ）を受信及び
処理することと、ここにおいて、前記第１のＬＮＡは、前記第１のＣＣを増幅するように
構成され、前記第１のミキサは、増幅された前記第１のＣＣに、第１のＬＯ経路を介して
受信され、第１の局部発振器（ＬＯ）信号を生成するために出力周波数が第１の分周率で
分周される第１の周波数シンセサイザによって生成された前記第１のＬＯ信号を乗じるよ
うに構成され、
　前記キャリアアグリゲーション方式において第２のＣＣの受信を追加又は停止すること
と、前記第２のＣＣは、前記第１のＣＣとは異なる周波数を有し、
　前記第２のＣＣの前記追加又は停止された受信に基づいて、
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　　前記第１の周波数シンセサイザを異なる出力周波数に再同調すること、
　　前記第１の分周率を変えること又は
　　増幅された前記第１のＣＣを、前記第１のミキサによって乗じられることから、第２
のＬＯ経路を介して受信され、前記第１のＬＯ信号を作成するために出力周波数が第２の
分周率で分周される第２の周波数シンセサイザによって生成された前記第１のＬＯ信号が
第２のミキサによって乗じられることに切り替えること
　のうちの少なくとも１つを行うことと
　を行うように実行可能である、非一時的なコンピュータ可読媒体。
［Ｃ２８］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　第１の周波数を合成するための手段と、
　第１の局部発振器（ＬＯ）信号を作成するために、前記第１の周波数を第１の分周率で
分周するための手段と、
　キャリアアグリゲーション方式において第１のコンポーネントキャリア（ＣＣ）を受信
及び処理するための手段と、ここで、受信及び処理するための前記手段は、
　　前記第１のＣＣを増幅するための手段及び
　　増幅された前記第１のＣＣを、第１のＬＯ経路を介して受信された前記第１のＬＯ信
号と混合するための第１の手段
　を備える、
　前記キャリアアグリゲーション方式において第２のＣＣの受信を追加又は停止するため
の手段と、前記第２のＣＣは、前記第１のＣＣとは異なる周波数を有し、
　前記第２のＣＣの前記追加又は停止された受信に基づいて、
　　前記第１の周波数を合成するための前記手段を異なる出力周波数に再同調すること、
　　前記第１の分周率を変えること又は
　　増幅された前記第１のＣＣを、混合するための前記第１の手段によって混合されるこ
とから、第２のＬＯ経路を介して受信され、前記第１のＬＯ信号を作成するために第２の
分周率で分周される第２の周波数を合成するための手段によって生成された前記第１のＬ
Ｏ信号と、混合するための第２の手段によって混合されることに切り替えること
　のうちの少なくとも１つから選択するための手段と
　を備える装置。
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